
会長インタビュー

山口多賀司氏（非破壊検査社主）

産
学
官
連
携
の
橋
渡
し
を

　
―
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
特

徴
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
で
古

く
か
ら
会
員
と
し
て
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
似
た
よ

う
な
た
く
さ
ん
の

会

が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の

会

は
と

り
わ
け
素
晴
ら
し
い

会

で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
私
た
ち
の
身
近
な
マ
ス
コ
ミ

で
あ
る
日
刊
工
業
新
聞
社
が
運

営
し
て
い
る
か
ら
で
す
」

　
―
会
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
「
民
間
企
業
、
特
に
中
小
企

業
は
マ
ス
コ
ミ
と
の
交
流
が
少

な
く
、
自
社
の
取
り
組
み
を
広

く
知
ら
せ
る
機
会
に
あ
ま
り
恵

ま
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
産
業
人
ク

ラ
ブ
で
の
交
流
が
、
世
の
中
に

自
社
の
動
き
を
知
ら
せ
る
こ
と

に
役
立
ち
、
そ
れ
に
よ
り
企
業

の
存
在
価
値
を
大
き
く
で
き
ま

す
。
ま
た
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
は

異
業
種
交
流
会
の
先
駆
け
で
あ

り
、
普
段
付
き
合
い
の
な
い
業

種
や
企
業
の
仕
事
の
あ
り
方
、

考
え
方
な
ど
の
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

方
々
と
の
お
話
か
ら
知
識
が
広

が
り
、
経
営
に
生
か
せ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
さ
ら
な
る
発
展
を

願
っ
て
い
ま
す
」

　
―
産
学
官
連
携
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
企
業
の

・
３
％

が
中
小
企
業
と
い
わ
れ
ま
す
。

大
企
業
と
違
っ
て
中
小
企
業

は
、
外
部
と
の
付
き
合
い
の
幅

が
狭
い
こ
と
か
ら
、
情
報
が
得

に
く
い
環
境
に
あ
る
の
は
事
実

で
す
。
そ
の
中
で
も
、
産
学
官

連
携
で
研
究
開
発
に
取
り
組
む

中
小
企
業
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
た
だ
一
社
一
社
が
個
別
の

動
き
を
す
る
だ
け
で
は
な
か
な

か
成
果
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
大
阪
産
業
人

ク
ラ
ブ
が
つ
な
ぎ
の
役
割
を
果

た
し
、
産
学
官
連
携
を
さ
ら
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
相
談
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度

橋
渡
し
で
き
る
よ
う
、
大
学
や

研
究
機
関
と
の
交
流
を
深
め
て

い
か
な
か
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
え
て
行
政
と
の
パ
イ
プ
づ
く

り
が
技
術
開
発
の
促
進
に
は
か

け
が
え
の
な
い
こ
と
で
す
」

　
―
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
。

　
「
一
方
、
技
術
の
構
築
に
は

さ
ま
ざ
ま
な

発
想

が
不
可

欠
で
す
。
基
本
的
に
は
１
次
、

２
次
、
３
次
発
想
の
段
階
を
経

る
こ
と
で
最
終
的
な
技
術
開
発

に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
な
か
で

も
「
何
が
必
要
な
の
か
？
」
、

ま
た
「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
れ

ば
？
」
と
い
う
発
想

１
次
発

想

が
原
点
で
あ
り
、
今
の
日

本
に
は
必
要
で
す
。
こ
れ
を
基

に
産
学
官
で
研
究
が
活
発
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
は
異
業

種
交
流
を
柱
に
１
次
発
想
が
生

み
出
せ
る
組
織
づ
く
り
も
必
要

で
す
。
身
の
回
り
か
ら
起
こ
る

発
想
が
技
術
開
発
に
つ
な
が
り

ま
す
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
が
お
互

い
に
語
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て

発
想
を
導
き
、
産
学
官
共
同
開

発
に
つ
な
げ
る
。
こ
れ
に
よ
り

一
社
で
は
で
き
な
い
大
き
な
こ

と
が
実
現
で
き
ま
す
」

　
―
多
く
の
仲
間
を
取
り
込
ん

で
、
さ
ら
に
活
動
を
活
発
化
さ

せ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。

　
「
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
全
国
各

地
で
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
以
上
に
各
産
業
人
ク

ラ
ブ
間
の
交
流
を
盛
ん
に
す
る

こ
と
は
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
会
員
も
日
刊
工
業
新
聞
社

を
大
い
に
活
用
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
し
、
ま
た
力
強
い
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
」

・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち
特
集
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企業経営者の相互啓発の場

心
の
栄
養
笑
い
も
「
落
語
を
聞
く
会
」
開
催

昨年 月の落語を聞く会では目の
前の熱演に落語の面白さを実感

硬
軟
で
交
流
の
輪

　
「
産
業
人
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

門

田
満
政
部
会
長

日
本
エ
リ
ン
ト

社
長

は
経
営
者
お
よ
び
管
理
者

と
し
て
の
資
質
向
上
と
、
時
代
に

即
し
た
経
営
能
力
の
養
成
を
目
的

に
、
会
員
相
互
の
親
睦
に
と
ど
ま

ら
ず
、
外
部
の
経
営
者
や
識
者
と

の
交
流
を
深
め
て
い
る
。
２
０
１

０
年

月

、

の
両
日
に
は
九

州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
交
流

会
を
実
施
。
シ
ャ
ー
プ
堺
工
場
と

京
セ
ラ
本
社
の
見
学
の
ほ
か
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
で

話
題
の
寺
田
屋
に
ま
で
足
を
伸
ば

す
な
ど
、
硬
軟
取
り
交
ぜ
て
交
流

の
輪
を
深
め
た
。

　
「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

女
性

部
会
」

畠
田
智
津
子
部
会
長

ハ
ー
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
社

長

で
は
新
し
い
視
点
を
持
つ
女

性
経
営
者
の
た
め
に
、
勉
強
会
や

交
流
会
活
動
を
実
施
。
女
性
経
営

者
同
士
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
語
り
合
う
こ
と
で
課
題
克
服
の

処
方

を
見
い
だ
す
と
と
も

に
、
東
京
や
名
古
屋
の
産
業
人
ク

ラ
ブ
の
女
性
部
会
と
の
交
流
も
進

め
て
い
る
。

　
同
部
会
は
昨
年

月
に
「
落
語

を
聞
く
会
」
を
開
催
。
上
方
落
語

の
若
手
注
目
株
の
林
家
染
弥
さ
ん

が
千
両
み
か
ん
を
熱
演
。
普
段

の
高
座
は
距
離
感
が
あ
る
が
、
身

ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
た
目
の
前
で

の
人
物
描
写
に
参
加
者
は
感
心
し

き
り
。
終
了
後
に
は
落
語
界
の
裏

話
に
も
花
が
咲
い
た
。

　
ゴ
ル
フ
部
会

泉
谷
楠
夫
部

会
長

イ
ズ
テ
ッ
ク
相
談
役

は

関
西
の
名
門
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
年

３
回
、コ
ン
ペ
を
開
催
し
、会
員
相

互
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
継
続
参

加
者
に
は
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
競

技
会
の
ハ
ン
デ
ィ
を
認
定
す
る
な

ど
、毎
回
、好
評
を
得
て
い
る
。

　
昨
年

月
に
大
宝
塚
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
で
開
催
し
た
第

回
大
会
で

は
、
村
田
節
子
ジ
ロ
ー
取
締
役
が

男
性
陣
を
尻
目
に
優
勝
を
勝
ち
取

っ
た
。
実
は
前
回
の
第

回
で
は

村
田
二
郎
ジ
ロ
ー
社
長
が
優
勝
し

て
お
り
、
企
業
経
営
同
様
の
夫
婦

二
人
三
脚
ぶ
り
に
、
参
加
者
も
拍

手
喝
采
で
あ
っ
た
。

か
っ
さ
い

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
じ
て
、
異
業
種
間
交
流
の
輪
は

広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。

周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、
「
企

業
経
営
に
携
わ
る
人
々
が
集
い
、

企
業
経
営
情
報
な
ど
の
交
換
と
親

睦
を
通
じ
て
自
己
啓
発
や
強
い
創

造
力
を
生
み
出
す
」
と
い
う
ク
ラ

ブ
の
目
的
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の

と
す
る
た
め
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
展
開
す
る
考
え
だ
。

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

山
口
多

賀
司
会
長

非
破
壊
検
査
社
主

は
「
重
大
な
責
務
を
持
つ
工
場
長

責
任
者
が
集
ま
り
、工
場
管
理
、労

務
管
理
な
ど
各
職
場
で
直
面
す
る

問
題
解
決
に
向
け
て
連
携
を
」
と

い
う
趣
旨
の
下
、
１
９
６
５
年
２

月
に
関
西
工
場
長
連
盟
と
し
て

人
が
参
加
し
発
足
し
た
。そ
の
後
、

年
に
関
西
工
業
人
ク
ラ
ブ
、

年
に
大
阪
工
業
人
ク
ラ
ブ
へ
の
改

称
を
経
て
、

年
に
大
阪
産
業
人

ク
ラ
ブ
と
な
り
、
２
０
１
０
年
に

周
年
を
迎
え
た
。

◇
　
　
◇

　
こ
の
間
、
時
代
に
応
じ
た
組
織

づ
く
り
を
展
開
。中
堅
中
小
企
業

経
営
者
が
必
要
と
す
る
問
題
点
を

と
ら
え
、講
演
会
や
研
究
会
、工
場

見
学
会
、
国
際
交
流
を
実
施
す
る

な
ど
、
そ
の
時
々
の
最
新
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
会
員
の
経
営

に
資
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
会
員
は
正
会
員
の
企
業

経
営
者
、
特
別
会
員
で
あ
る
大
阪

府
知
事
や
大
学
・
公
設
試
験
研
究

所
、
経
済
団
体
関
係
者
ら
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

周
年
を
機
に
会

員
増
強
を
図
り
、
こ
の
間
、

社

が
新
規
に
加
入
。
現
在
の
会
員
数

は
１
５
９
人
。
具
体
的
な
活
動
は

運
営
委
員
会

田
中
太
一
朗
委
員

長

タ
ナ
カ
カ
メ
会
長

で
計
画

し
、
こ
れ
に
専
門
委
員
会
で
あ
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
産
業
人
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
、
ゴ
ル

フ
の
各
部
会
が
連
携
し
て
、
会
員

同
士
が
交
流
を
深
め
る
場
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

‐

も
充

実
が
図
ら
れ
、
ク
ラ
ブ
の
行
事
や

活
動
紹
介
な
ど
、
会
員
間
の
情
報

交
換
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
全
国
の
産
業
人
ク
ラ

ブ
と
も
密
接
に
連
携
し
つ
つ
、
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。
現
在
の

主
な
活
動
は
、
講
演
会
や
セ
ミ
ナ

ー
、経
営
研
究
会
の
開
催
の
ほ
か
、

専
門
委
員
会
活
動
や
工
場
見
学

会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
海
外
視
察
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
。

　
講
演
会
は
各
界
で
活
躍
す
る
著

名
人
を
講
師
に
、
政
治

経
済
か

ら
産
業
、科
学
技
術
に
至
る
企
業

経
営
に
役
立
つ
テ
ー
マ
で
実
施
し

て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
経
営

研
究
会
は
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
異
業
種
交
流
に
力
点
を

置
き
、経
営
や
技
術
、商
品
開
発
な

ど
を
メ
ー
ン
に
企
業
経
営
者
の
相

互
啓
発
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
会

員
の
意
見
発
表
の
ほ
か
、
日
刊
工

業
新
聞
社
の
記
者
に
よ
る
産
業
情

報
の
随
時
提
供
な
ど
も
行
う
。

　
各
種
試
験
・
研
究
機
関
や
先
進

的
な
工
場
を
対
象
に
し
た
見
学

会
、
国
際
化
が
進
む
産
業
界
の
動

き
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
海
外
視

察
な
ど
も
企
業
経
営
に
役
立
つ
と

会
員
か
ら
の
評
価
が
高
い
。

　
一
方
、
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
専

門
委
員
会
活
動
。
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
部
会
」

野
田
賢
一
部
会
長

ア
イ
ワ
製
作
所
社
長

で
は
新
技

術
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

し
、
会
員
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
な

ど
が
技
術
情
報
を
共
有
で
き
る
よ

う
に
、
セ
ミ
ナ
ー
や
工
場
見
学
会

を
行
う
こ
と
で
、
技
術
開
発
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
直
近
で
は
、
正
木
秀
樹
コ
シ
ダ

ア
ー
ト
執
行
役
員
を
講
師
に
迎

え
、
「
取
扱
説
明
書
の
標
準
対
応

と
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
」
と
題
し
た
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
。
消
費
者
庁
の
設

置
に
よ
り
事
業
者
に
よ
る
製
品
の

安
全
・
安
心
対
策
が
重
要
視
さ
れ

る
中
、
企
業
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
、

取
引
先
や
使
用
者
へ
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
戦
略
的
構

築
と
、
安
全
度
の
高
い
取
扱
説
明

書
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か

な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。
自
社
の

取
扱
説
明
書
を
持
参
し
て
正
木
執

行
役
員
に
評
価
を
依
頼
す
る
な

ど
、
参
加
者
の
安
全
・
安
心
へ
の

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ２月２５日 金曜日 　　


